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「食と環境の安全を求めて：

有害化学物質のリスク評価と低減技術」報告

化学環境部有機化学物質研究グループ長 與語 靖洋

平成17年11月28日、つくば国際会議場（エ

ポカルつくば）において、標記をテーマに委

託プロジェクト「農林水産生態系における有

害化学物質の総合管理技術の開発」の中間成

果発表会を開催した。この発表会は、農林水

産技術会議事務局、（独）農業・生物系特定産

業技術研究機構、（独）農業生物資源研究所、

（独）森林総合研究所、および（独）水産総

合研究センターの共催、（独）産業技術総合研

究所の後援を得て、（独）農業環境技術研究所

（以下、農環研）が主催したものであり、171

名（内農環研関係者以外： 128名）の参加が

あった。

本プロジェクト研究は、総合科学技術会議

が主管する化学物質リスク総合管理技術に関

する研究の一環として、残留性有機汚染物質

（通称：POPs）やカドミウムを対象にして平
成15年度から開始したものである。標記発表

会は、そのうち POPs 等の有機化学物質に焦点
を絞って開催した。

基調講演では、「有機化学物質のリスク評価

とリスク管理」と題して、関澤純氏（徳島大学

教授）から御講演いただいた。一般講演はリス

ク評価とリスク低減化の２つのセッションに分

けて、これまでの成果の中からいくつか紹介し

た。前半のリスク評価のセッションでは、（１）

農環研の小原裕三氏から POPs の挙動に関する
マルチメディアモデルの開発、（２）農環研の

石原悟氏から水生生物に及ぼす農薬の影響評価

法、（３）瀬戸内海区水産研究所の持田和彦氏

からトリブチルスズが魚類の精子形成に及ぼす

影響の評価、（４）畜産草地研究所の山田明央

氏から酪農におけるダイオキシンの動態解明に

関する最新の研究成果を紹介した。また後半の

リスク低減化のセッションでは、（１）東北大

学の津田雅孝氏から土壌からの環境汚染物質分

解酵素遺伝子の探索、（２）九州大学の古川謙

介氏から有機塩素系化合物分解菌の分子育種、

（３）農環研の高木和広氏から複合分解菌集積

炭化素材を利用した農薬の分解、（４）農環研

の石坂眞澄氏から作物によるドリン系農薬吸収

制御技術の開発について同様に紹介した。なお、

その他の研究も含めて合計３３題のポスター発

表があった。

各講演後や総合討論において、有害化学物質

の動態について数理モデルやモニタリングデー

タを有効に活用したリスク管理の必要性、

POPs、カドミウムや農薬のリスク評価におけ
る予防原則の捉え方、これら化学物質の農業生

態系における面源汚染に対するリスク管理やカ

ドミウムに比べて遅れている有機化学物質の

リスク低減化技術の 開 発 へのプロジェクト

の取り組みの強化などについて様々な意見交

換がなされた。

当日配布したアンケートの結果からは、開催

場所（交通アクセス）やポスター発表の導入な

ど、本発表会の運営および内容に関して、全体

的によかったという回答を得ているものの、広

報活動不足、講演発表の時間が短い、講演内容

が難しいなどの意見をいただいた。また今後の

活動に対して、実用化へ向けた研究戦略の充実

や、出版を含む研究成果の広報活動の強化に関

する意見があり、今回の発表会で取り上げな

かったカドミウムも含めて、本プロジェクト

のテーマである農業生態系における有害化学

物質のリスク管理に対して、残り２年間さら

なる研究の重点化や充実を図る必要性を感じ

た。

当日は、講演要旨以外に本プロジェクトの

パンフレットを配布した。アンケート結果も

含めて、こ れ ら は 後 日 ホ ー ム ペ ー ジ で

公 開 す る 予 定 で あ る が 、 詳細について知

りたい方や関連資料を御要望の方は、下記ま

で問い合わせていただきたい。
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